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令和５年度 保育の自己点検結果について 

 

 この度、法の定めにより、「保育所保育指針」の内容に沿った保育が実践されているか確認すること 

を目的として、保育の自己点検を実施いたしましたので、結果について開示いたします。 

 

１．点検項目： 保育所保育指針の内容に沿った、「保育所の保育のチェックリスト１００」の項目に

ついて自己点検を行う。 

 

２．記入者 ： みそら保育園 職員（保育士、栄養士、事務長） 

 

３．点検結果： 保育所保育指針並びに、年間計画を意識し、保育が展開されていることが伺え、園全

体として”◎十分理解している”、”〇理解している”が多い結果となりました。今後

も維持継続できるよう取り組みます。 

 

◎十分理解できている ○理解している ▲ふつう ×努力が必要 

評 価 ◎ ○ ▲ × 

Ⅰ園の基本姿勢について(5項目) 17 26 2 0 

Ⅱ 第１章 総則(37項目) 106 181 22 0 

     第２章 保育の内容（33 項目） 103 157 35 1 

     第３章 健康及び安全（13 項目） 44 66 9 2 

     第４章 子育て支援（4項目） 11 19 6 0 

     第５章 職員の資質向上（6項目） 18 27 7 0 

Ⅲ 園独自の取組について(2項目) 10 8 0 0 

 

 

  

 

 

 

 

 

Ⅰ 園の基本姿勢について(5

項目)

Ⅱ 第１章 総則(37項目)

Ⅱ 第２章

保育の内容（33 項目）

Ⅱ 第３章

健康及び安全（13 項目）

Ⅱ 第4章

子育て支援（4項目）

Ⅱ 第4章

職員の資質向上（6項目）

Ⅲ 園独自の取組に

ついて(2項目)



４．自己点検集計結果”×”の項目の改善について（２項目） 

Ⅰ．保育所保育において恵まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、小学

校教師との意見交換や合同の研究の機会などを設け、「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を共有するなど連携を図り、保育所保育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めて

いる。（Ｑ７５） 

 

〇 対策 ⇒ 令和５年度より、勿来第三小学校様との連携を図り幼保小架け橋プログラム

を展開中です。年長児と小学生とが年数回の交流会を実施、また、年長児担

任と１年生担任の情報共有会議を開催。令和６年度も継続します。 

 

Ⅱ．保育中の事故の発生に備え、施設内外の危険個所の点検や訓練を実施するとともに、外部か

らの不審者等の侵入防止のための措置や訓練など不測の事態に備えて必要な対応を行って

いる。（Ｑ８６） 

 

〇 対策 ⇒ 現在、防犯訓練はＡＬＳＯＫ防犯教室のみとなっていることから、年度内に

抜き打ちでの防犯訓練を実施予定。また、安全計画に沿って、園敷地内の設

備点検は定期的に実施中。緊急時に備えて、警察署、ＡＬＳＯＫ福島株式会

社様、勿来第三小学校様と連携を継続します。 

 


